
ダニエル・ロレンチーニ講演会 

L’archéologie comme méthode de diagnostic : quelques 

réflexions à partir du Discours philosophique de Michel Foucault 

 
 

2024年 4月 13日（土曜日）14-16時 
神戸大学国際文化学研究科【鶴甲第一キャンパスＡ棟４階・中会議室】 
コメンテーター：市田良彦（神戸大学）、坂本尚志（京都薬科大学） 

司会：佐藤嘉幸（筑波大学） 
（使用言語：フランス語、質疑応答は英語でも可能） 

 
ミシェル・フーコーは 1966 年にチュニジアで『哲学的言説（Le Discours 
philosophique）』を執筆します。長い間未刊であったその草稿が、2023年にフラ
ンス語で刊行されました。本書について、編者の一人であるダニエル・ロレンチ
ーニ氏（ペンシルバニア大学）にその意義を分析していただきます。 
 
参加をご希望の方は、以下に登録のメールをいただけるようお願いいたします： 
田中祐理子（神戸大学国際文化学研究科）tanaka.yuriko@people.kobe-u.ac.jp 
 
主催：フーコー研究フォーラム 
共催：神戸大学国際文化学研究推進インスティテュート（Promis） 


